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2015年 12月 18日 90号 

 

「グループ中国だい好き」会報            

『中国だい好き』   
     我们很喜欢中国! 

Women hen xihuan zhongguo! 

 

 

世界遺産・武陵源の絶景を楽しむ 5泊 6日の旅 

 

 本年の中国旅行は、10月 14日（水）～10月 19日（月）まで、1992年にユネスコの世界

遺産（自然遺産）に指定された、湖南省張家界武陵源の絶景を楽しむ旅でした。参加者は

会員のおつれあい（２人）を含め、総勢８人でした。 

  

中国経済の減速が話題になる昨今ですが、それに反して、中国人の国内、海外旅行熱が

年々高まっている姿には驚かされます。 

本年の流行語大賞となった「爆買い」は、実は日本だけに見られる現象ではありません。 

中国のテレビニュースでは、“爆买 baomai”いう言葉で、日本をはじめ、韓国、シンガポー

ル、アメリカ、ヨーロッパ各地を訪れ、買い物をする中国人観光客の姿を紹介しています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●代 表  内田知行 042-464-8858 

〒203-0034 東久留米市弥生 2-7-13 

●編集・発行グループ 

        内田知行   川村隆子 

       千田 茂   富岡幸雄 

●http://kuru2.genki.365.net/ (くるくる) 

●http://zuixihuan.exblog.jp/(ブログ) 
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鳳凰古城 湖南省西部の鳳凰県にある、千年以上の歴史がある美しい街。かつては湖南省西部の政治、経済、軍事、文化

の中心地であった。現在は中国の 4A級観光地で、「中国のもっとも美しい小城」といわれ、毎日、国内外からたくさんの観光

客が訪れている。 

上の写真で、真ん中に流れているのは「沱江」。右側には綺麗に修築されている土産品店が軒を連ねている。左側にはほぼ

昔のままの形の建物が並ぶ。川に杭を打ち、その上に地形に合わせて住居を構える建築様式は、「吊脚楼」と呼ばれてい

る。その 3，4階には、今も住宅として人々が生活しているという。 

 

 

 

武陵源の絶景 中新網 chinanewz.ｃｏｍより 

 

http://kuru2.genki.365.net/
http://zuixihuan.exblog/
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中国で“旅行”といえば、“春節”や“国 

慶節”といった“黄金周 huangjinzhou（ゴ 

ールデンウイーク）”を利用して行われるも 

のというイメージをもっていました。 

 それが今では、平日に、どの観光地を訪 

ねても、そこは“人山人海 renshan renhai 

（たいへんな人の波）”、という情況となっ 

ています。 

 

今回、中国だい好きの会員たちが訪れた 

湖南省張家界武陵源は、2007年中国で初め 

て国家旅游局より最上クラスの５Ａ級に指 

定された旅行景観区。 

平日にもかかわらず、どの観光スポット 

に入場するときも、バスやエレベーター、 

ロープウエーやトロッコ電車などに乗ると 

きも、たいへんな人の波の中で、割り込み 

をされないように注意しながら、長時間行 

列に並んだようです。 

 

今回の旅行には、上海出身の会話班の金 

野蓓蕾先生が参加してくださいました。 

 旅行中、全日程を通して、通訳をしてく 

ださったのをはじめ、いろいろと気を配っ 

ていただき、おかげで全員が安心、安全の 

旅ができました。 

非常感謝！ 

 

「中国だい好き」の旅行 
                            

                      

        

毎日晴天。見る風景、乗り物、すべてが想像外の大きさに驚きました。 

大自然が美しく、空気もきれいで、渓流に聳り立つ岩峰に、鷹、筆、老人の名が付いてい

 

 

10.14  成田空港 → 上海浦東空港 → 張家界 

       13:50 発 → 16:15 着 18:40 発 → 21:00 

                     泊 閩南國際酒店 

10.15  世界一長いロープウエーにて天門山へ 天然 

     大空洞天門洞を観賞 → 鳳凰古城夜景散策 

                     泊 天下鳳凰酒店 

10.16  鳳凰古城散策 沱江遊覧 → 矮寨大橋（世界 

     一高速道路大橋） 天文台 矮寨道路奇観 

                     泊 武陵源賓館 

10.17  エコバスで袁家界風景区観光 ３２６ｍの百龍 

     エレベーターで天下の絶景袁家界頂上へ 天

下第一橋、迷魂台 → 天子山風景（賀龍公園  

西海峰林 御筆峰 天子閣） → ロープウエ

ーで下山 エコバスで峡谷十里画廊へ トロッ

コ電車で風景を観賞 

                 泊 武陵源賓館 

10.18  黄龍洞（鍾乳洞）見学 金鞭渓散策 宝峰湖 

      （空中聖湖）遊覧船 → バスで張家界 → 

     夕食後飛行機で上海へ 

                      泊 大衆空港賓館 

10.19  上海空港 → 成田空港 

      12:00 発    15:55着 

世界遺産・武陵源の絶景を楽しむ旅 6日間 

川村 隆子 
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るのを眺めながら動物にも出会い、ここちよい風に吹かれながらトロッコ電車に乗りました。 

膝の痛みを抱えて参加しましたが、でも、楽しくおいしく、素晴らしい旅を満喫しました。 

 

 

  世界自然遺産・武陵源は設備増強中     

 

窪寺 裕子 

 

私たち日本人に親しい洞庭湖や岳陽楼のある湖南省は、古都長沙市が考古発見によって歴

史文化都市として知られているほか、旧蹟も多いと聞く。しかし、今回の旅はこれらに接す

る時間は無く、大自然の景観を見ることが主であつた。 

 

太古、海底が隆起し風雨によって作られた 300 米もの奇峰絶壁の偉容、大渓谷の美しさを

連日晴天のもと楽しんだ。 

絶壁の横腹につけられたガラスの廊下は、中国や韓国の若者の多い観光客に人気であつた。

だが、高低差の多い観光スポットを足や車で巡るのは困難。そこで大規模な設備が建設され

ている。３０分も乗るロ－プウエー、絶壁の大エレベーター、幾層ものエスカレーター、大

鉄橋など、どれも桁外れの大きさである。 

また、この辺りは少数民族が住んでいて、その風情を残す「鳳凰古城」を訪ねられたのが

よかつた。宋・明時代の堅固な城壁は四つの内二つの門を残し、門扉の鉄は流石に剥れて木

肌を少し覗かせていた。川を隔てて、墨色の瓦の屋根を連ねたしっとりとした家並があった。

バ－などもあるという秋灯の夜景もなかなか美しかった。 

 

 

  途切れなく続く地上の明かり       
       

金野 蓓蕾 

 

張家界へは上海で国内線に乗り継ぐ必要があるので、18時 40分発の飛行機に乗りました。

ちょうど窓側の席に座ったので、少し上海の夜景を見てから休もうと思って暫く外を見てい

たら、明かりは途切れなく続いていて、結局、張家界までの 2 時間 20 分の飛行時間の間に

明かりは 2時間ずっと続いていました。 

上海から張家界の間にいくつかの省も通過しますが、地上の夜が何処も明るいことに驚きま

した。 
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中国の旅・思い出 
 

高橋 かよ 

 

 私のみ、初めての中国旅行でした。日本では見られない絶景には毎日感動しました。そし

て各観光地はどこも人、人であふれていました。しかも、日本では高齢者が多いのに、中国

の観光地では、若者から中年者が多いのにもビックリ！ 

 

活気があると言うか、ざわざわ・せかせかと忙しい気分もしました。そして、どこを観光 

するにも並ぶ事。そのマナーや待ち時間にもビックリ！ 

専用車はいつも元気にプープーのクラクションを鳴り響かせての交通事情。日本では見ら

れない光景でした。 

 参加者の皆さんのお元気ぶりや、中国語を学んでいらっしゃる意欲には、私には真似でき

ないパワーを感じました。 

  

楽しい買い物では、いつも値段交渉が常識？ 皆さんから交渉してもらいずいぶん得をし

た気分で買い物を楽しみました。 

写真は、日本のなつめよりず～と大きな「なつめ」をゲットした主人と（味は同じでした）、

安い登山スッテキにビックリして買ってみたくなった私です。（ガイドの王さんに安全は保

証なしですよ。と言われましたが結構丈夫でした。日本では、1万円前後ですが、なんと 350

円で買いました。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

なつめの味は同じでした！                    登山ステッキは、なんと 350 円！ 
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湖南省・張家界武陵源の旅に参加して 
 

                              橋場 邦子 ＆ 毅 

 

 何時もながら、私は会員橋場邦子の連れとして参加させていただきました。過去、ベトナ

ム、台湾も皆様のお仲間とご一緒させていただきました。その良き体験から、今回も喜んで

参加いたしました。 

 

 風光明媚とは聞きましたが、山歩きが不得意な私はちょっと躊躇もしましたが、勇気を出

して参加して良かったと思っています。 

 ３D 映画“アバター”で見た、長年、浸食で創り出された天を刺すように乱立する岩山の

光景はこの目に焼き付いています。心配した山登りも、長い数台のエスカレーターが助けて

くれ、難なく景観を観賞することができました。なかには数百段の階段を一気に登る元気な

方も居られ、驚きました。 

 

 旅の中で気づいたことですが、高度経済成長を続けてきた中国は、今や地元中国人旅行者

が多く、逆に日本人旅行者にはほとんど会うことがなく、何処を訪れてもまず行列を作り、

並んだことが印象に残りました。 

 

 今回は金野先生の同行で、参加者は最後まで安心して、旅の楽しい思い出ができました。 

 ありがとうございました。又の良い企画を、会員の連れとして楽しみにしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↑ 毎日おいしい湖南料理をいただきました。本来 

湖南料理は辛いそうですが、私たちが食べたのは 

ほとんど辛くなかったです。 

 

→ 武陵源が発見されたのは 35 年前、かつて海で 

あったこの地が太古の地殻変動で隆起し、数億年 

の時の流れでできた大自然の造形です。 

 

 

 

 


